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l 志水正男 (名大,工) :強磁性金属中 プラズマの分敵組係0I
2 恒藤敏彦 (阪大 .ー 基礎エ) :Time-Dt∋pendenもain坤uぎg車LandauEqua塩on.
3 桂 重俊 (虞北大.工) :1次元Ee,isenbergModel.
4 着本文明 (東大教養) :BCS 理論と亀子数0
5 守田 徹 (東北大､工) :2時間Green 関数のDiagram展開｡




先 ず常磁蛙電子ガス甲の｡laBmOn の場合にKanaza慨 等の求めたq2ISの-I.▲_
exchangeCOrreGtionがその まま得られる轟を確かめた上で､強磁性電子
ガス (の存在を仮定 し)中のplasmOn に対し.同 じ近似を用いて､ ♂項 を求
めてみた0
2) .TS血eもOは超伝導のオーダ- ･パ ラメーターFの平衡値をきめるGin2ibu-
rg-Lahdauの方程式を拡張 し､ Fの平衡値か らのずれ 6g が僅かである場合
について.その時間変化を決めるべき方程式となし得るか密かについて論じたO
折か らキミナ一 ･ハウスにいた他の グループが我 々の近 くで合唱を始めた為､
15 日の午後の部のア トラクションとも云うべ きTsl皿etoの話しが甚だ聞き
凝 り錐かつたのは遺憾であったQ Tsune七〇 等はGor'kovがGree三1関数法
･に基いて. ミクロな丘場か らTda傍 に於 るGL方程式を導 く際に用いた考えを
そのまま拡張するo GorIkov方程式を紺 について線型化すれば､ よく見慣
れpL積分方程式に帰着せしめる事が出来 るO但しここでは時間変数が残 されて
いる｡鏡分核は外湯AやWの平衡値に依存するO これが ∂/at,∂シ∂t2.･･-･･や






ものであるO 更に､上記の丘場か ら,Dirty SupercQnductorの問題や員eII
に於 けるSuperflL1idityを論 じようとする試みについてー幾っかの問題が揺
摘 された｡




に.つき､ (Jz･Jy･Jz) のSetが特別の値d3場合には今 までにかな｡良 く調べ
らLれているので､そのrevie∋Wを行ったO 幾つかの例では exact solution
I
があるo またこの分野ではKaも畠ura 自身がかなりの仕事 を残 しているO
(P.氏.(1962).J.班.P.(1964),P.R.(1965).J.班.P.(1965))更に Gre-
an 関数法に於 るdecoupling の近似をSで行った場合と､ Sを更にFermi
operatorの境で書き慮してか ら行った場合の drastic な差を論じる弟に､
- J-l
bZ潤 の正確な値 (Kaもsura:Am ｡Phys.1965) と近似理論を比較すると､+/
1/Tの最低次でさえ.どちらの近似 も正 しい答えを与えないO これは2体問題
が正 しく扱われていない為 で､ これを正 しく扱 う為_ ユadder sum･b中bユe
sum を実行申しとの事であるO r
4) 工Wamoto は先 ず ｢これは原子核の問題である｣と強調し以下のテーマに
つき話しをした｡ Sn の原子核の最外殻のnucユeon の数Nが 2,4,6 及び




ECBJCSか ら･樽定のNをもった波動 関数を凝 り出し7tPNqCBCSの与える期待値
としての基底状態エネルギーを求め､更にNが小さいか らcomT)uもorに よって
Moaeiflamilもonian を対角塾出来るので､ この意 味で,Tlexact.tgrOud
･staもe energy を求めているO結束はFBGS の与 えるエネル ギーに比べ､I▲




るエチル ギー期待値を､Kerman等の ようにきちんと計算 しな くてもよい′ので
はある まいか_Nakajinaの意味であ Sもeepe白も 舶 scentの方法 で最低次か
ら2つ首までのオーダーまで近似を上 げてやれば.かなり良い結果が得 られる
のではあるまいか (N-2の場合でされ)､と云 う事を実演したと主張する0
5) Moritaの話しは 13.日の紋の報告の続きであるO-'2藤間 G･reen 鏑数
十
≪ak用:ak≫ に対す る通常の運動方程式 を書き直 して一般 化されたBoltzma一
･n云 方程式にす る､とい うのが 13月 の話 しであったが､ こd,話しとや凍 りウ
･-ラノ★ラの粛 係にあるのが ｢2､時間 G-reen 朗数に対す るhierarehyequation
-をダイアグラムで分析す る｣とい うテーマである缶こっゐ ダイアグラム展朗旗
が繰出され た0 2藤間Cireen 関数 は1粒子のreduceadensityⅡatrix
によって表わ される｡ 1粒子のreduceddenSity皿atrix は･1粒子の 2時
間Green 鏑数か ら求められ るO この意味での coLIPユe也 equatio工ユが得 られ
るa
Moritaのダイアグラム展開 は次の様な意味でのadiabaticI,heore適こ基
いているO 先 ず p- e一軌 で表わされ尋アンサンブルが あっ たとす るO これ を
heaもbathか ら切 ｡塵し.相互 作用巧を駄々に入れて行 くとp-el鳩 十鞘
で表わ されるアンサンブルになるQ即ちfiTfuミ入っても温度は変 らないと云 うの
であるC この主張にっいての証明が開けなかったのは残念であるが､ この問題-
は以繭か らconもroversialproblemであ りtMoritaの証明に誤 りが をけ
れ玖かなりの論議を呼び起すである'15Q (東大教養､伊豆山健夫 )
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